
細

菌

類

脂

慢

免

疫

率

的

意

義

第
一
報
黄
色
葡
萄
状
球
菌
ノ
脱
脂
菌
及
ビ
正
常
菌
デ
以
テ
ノ

抗
鵠
（
凝
集
索
、
「
オ
ブ
ソ
ニ
ン
一
）
産
生
ノ
研
究

／ 

京
都
帝
園
大
準
審
皐
部
外
科
研
究
室
（
鳥
潟
教
授
指
導
）正

官
回

田

来

緒

細
菌
鰻
ガ
人
矯
的
エ
多
少
－
一
－
プ
モ
股
脂
セ
ラ

y
、
時
A

一面－一
A

其
ノ
喰
燐
現
象
ガ
阿
害
セ
ラ
レ
他
面
－
一
A

其
ノ
毒
力
ガ
正
常
繭
ヨ

y
モ

増
大
ス

Y

モ
ノ
ナ
w
y

コ
ト
A

既
－
一
石
本
及
ピ
河
合
南
氏
ノ
質
験
－
↑
ア
立
詩
セ
ラ
レ
タ

Y
所
ナ
リ
。

然
M
Y

－
一
白
働
的
兎
疫
獲
得
機
轄
ノ
第
一
歩
A

免
疫
元
材
料
郎
チ
細
菌
鱒
等
ガ
兎
ニ
角
－
一
喰
燐
セ
ラ
y
、
コ
ト
ニ
在

y
－
プ
存
ス
。
何
ト
ナ
レ
バ

是
印
チ
消
化
管
外
消
化
ノ
第
一
歩
ナ
V

バ
ナ
リ
。
然
－
フ
バ
喰
燐
作
用
ノ
阿
害
セ

ラ山戸

、
『
脱
脂
菌
鱒
』
A

『
王
常
菌
鱒
』
ヨ
リ
モ
一
免
疫
元
ト
ジ
e

プ

A

不
通
常
－
一
し
て
ア
免
疫
ノ
生
成
ガ
微
弱
ナ
Y

ペ
キ
ノ
理
ナ
リ
ノ
。
本
報
告
－
一
一
於
’
プ
余
A

余
ノ
既
一
一
一
費
表
セ

Y
微
量
杭
鰻
立
諮
問
方
法
ヲ
感
用
シ
ア
此

問
ノ
閥
係
ヲ
研
究
ス

Y
所
ア
ラ
シ
ト
ス
。

賓

駿

材

料

（
イ
）
免
疫
動
物
ト
シ
ア
約
二
貯
ノ
白
色
家
兎
ヲ
用
ヒ
タ

y
。
（
ロ
）
喰
燈
現
象
検
査
用
動
物
ト
シ
－
ア
約
三
百
克
ノ
海
概
ア

言

賓
騒
動
物

理
ピ
タ

y
。

（一）

免
痕
元
黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
寒
天
斜
面
廿
四
時
間
培
養
蘭
帯
二

0
・
八
五
折
食
関
水
ヲ
注
ギ
羽
毛
－
て
プ
掃
キ
集
メ
菌
液
ヲ
作
リ
ノ
概
氏
六

十
度
三
十
分
加
熱
殺
菌
ジ
脱
脂
綿
ヲ
透
過
ジ
其
ノ
一
・

O
括
ヲ
取
リ
ア
烏
潟
敬
授
沈
澱
計
－
一
入

ν
一
分
間
二
千
五
百
四
四
時
－
一
ア
三
十
分
間
遠

心
沈
澱
セ
シ
メ
ジ
ユ
菌
沈
澄
量
A

目
盛
一
一
一
一
度
郎
チ
約

0
・
0
0九
括
ヲ
示
シ
タ

y
。
之
ヲ
商
基
液
ト
ナ
ジ
衣
ノ
如
ク
原
蘭
液
（
五
常
菌
液
）
股

Fヘ

一一、、J
第
六
倉

F園、
原

著
~ 

震

問

四
九
七

〈
第
式
競

二
一
一
七
）



第
六
各

F『

原

著
』d

寓

回

凶
九
八

（
第
成
時抗

二
二
八
）

脂
蘭
液
「
股
類
脂
韓
菌
液
）
依
振
蘭
液
（
依
的
児
振
盤
菌
液
）
ノ
三
種
ヲ
調
製
セ
リ
。

（A
）
原
菌
液
菌
基
液
ノ
一
部
ヲ
取
リ
ア
之
－
一

0
・五

μ
ノ
割
合
一
一
石
茨
酸
ヲ
加
ヘ
タ
リ
。

（B
）
股
脂
菌
液
開
基
液
ノ
一
部
ヲ
取
リ
ア
三
倍
量
ノ
依
的
児
ヲ
注
ギ
ア
一
分
間
約
百
三
十
回
振
一
服
八
・
五
糎
ノ
振
量
機
－
一
装
ヒ
約
一
時
間

振
塗
後
該
依
的
見
ヲ
棄
ア
新
シ
キ
依
的
児
三
史
へ

一再
ピ
振
混
血
ス

Y
事
奮
ノ
如
ク
三
回
依
的
見
ノ
更
新
ア
行
ピ
ア
最
後
－
一一
分
離
漏
斗
ニ
移
ジ
依

的
児
ト
仲
間
液
ト
ノ
分
離
ス

Y

ヲ
待
チ
ア
菌
液
ノ
ミ
ヲ
分
取
シ
向
ホ
依
的
児
臭
ノ
完
全
－
一
消
失
ス

Y

迄
室
温
－
一
保
チ
依
的
克
ト
共
－
一
抑
留
散
喪
失

セ
Y

液
量
ヲ
蒸

m水
ニ
ア
補
ヒ
石
山
灰
酸
ヲ

0
・五
M
F
ノ
割
合
二
加
ヘ
タ
リ
。

（C
）
俵
振
菌
液
菌
基
液
ノ
一
部
ヲ
取

y
一
ニ
倍
量
ノ
依
的
児
ヲ
加
へ
脱
脂
雨
被
調
製
時
ニ
於
ケ
w
y

ガ
如
ク
依
的
児
ヲ
更
新
ス

Y
事
ナ
ク
振

議
ス

Y
事
三
時
間
－
二
こ
プ
業
保
大
ナ
U
F

「
ジ
ァ

l
v
－
「
一
移
シ
一
夜
窒
混
－
一
静
置
シ
ア
依
的
見
臭
ヲ
全
ク
消
失
セ
シ
メ
喪
失
セ

Y
液
量
補
充
及

ピ
石
炭
駿
ヲ
加
フ
Y

事
A

（B
）
ノ
如
グ
ナ
ジ
タ

y
。
此
A

封
照
用
ニ

uv
－
プ
即
チ
脱
脂
商
鱒
ト
同
名
類
脂
鰻
ト
ノ
混
和
液
ナ
リ
。

（一
二）

凝
集
皮
膚
嶋
検
査
問
菌
一間

免
疫
一
五
調
製
時
ノ
商
基
液
ノ
一
部
ヲ
取

y
二
同
食
関
水
ヲ
加
へ
－
プ
遠
心
沈
澱
セ
シ
メ
其
ノ
上
清
液
ヲ
棄
ア
五
佑
－
一
一
柿
稗
セ

y
o上
段
取
小
エ

A

溶
解
性
弛
在
一
万
ヲ
合
ミ
葉
ガ
凝
集
反
感
ノ
費
現
ア
減
弱
セ
シ
ム
M
Y

ヲ
以
テ
此
ヲ
除
去
セ

Y

モ
ノ
ナ
リ
y
。

喰
憶
作
用
検
査
問
菌
液

寒
天
斜
面
二
十
四
時
間
培
養
－
一
食
擁
水
ヲ
注
ギ
タ

Y
前
浮
泌
液
ヲ
筑
氏
六
十
度
三
十
分
間
ノ
加
熱
ラ
ア
殺
商
シ
脱
脂
綿
ヲ
透
過
シ
ア
爽
雑

物
ヲ
去
リ
食
附
脱
水
ヲ
以
－
ア
二
回
遠
心
沈
澱
セ
シ
メ
ア
洗
糠
セ

Y

モ
ノ
ヲ
用
ヒ
タ

y
、
主
（
ノ

7
0施
中
ノ
菌
量
A

鳥
潟
致
授
沈
澱
計
ノ
目
盛
一

O
度
ヲ
示
セ
リ
。

撰
集
反
醸
槍
査
方
法

可
検
印
清
ヲ

0
・
八
五
九三
賀
瞬
水
ヲ
以
－
ア
十
倍
、
百
倍
、
千
倍
・
j
i
－
－
一
稀
稗
シ
此
等
ノ
稀
稗
血
清
ヲ
各

7
0
、

0
・
玉
、

0
・
二
五
耗
宛
一
列

試
験
管
ニ
配
置

シ
食
鞭
水
ヲ
加
へ
全
量
一
・

O
括
宛
ト
ナ
シ
、
衣
デ
用
意
セ

Y
検
査
用
雨
被

7
0括
宛
ヲ
注
加
シ
踊
氏
三
十
七
度
ノ
勝
卵
器
内

（問）



－
一
保
存
ス

Y
事
五
時
間
ノ
後
取
山
内
シ
ア
室
混
一
一
静
置
ス
M
F

事
約
十
五
時
間
ノ
後
反
感
ノ
程
度
ヲ
記
上
セ

7
0
封
照
ト
シ
ア
ハ
食
暗
躍
水
了
。
括

－
－
検
査
用
菌
液
一
・

O
姥
ヲ
加
ヘ
タ
リ
。

反
膳
粍
度
λ

（
川
市
）
（
件
）
（
＋
）
（
ニ
－
一
－
ア
記
上
シ
（
＋
）
ノ
場
合
ノ
最
大
血
清
稀
蒋
倍
数
（
最
小
血
清
使
用
量
）
ヲ
以
ア
該
血
清
ノ
該
営
菌
－
一
封

ス
Y
凝
集
債
ト
ジ
ア
記
上
ジ
タ

y
。
比
較
ス
ペ
キ
血
清
A

毎
常
同
時
間
列
－
一
葉
ノ
凝
集
債
ヲ
測
定
セ
u
y

事
勿
論
ナ
リ
。

喰
矯
作
用
検
査
方
法

各
群
各
頭
ヨ
リ
ノ
抗
血
清
ヲ
採
取
シ
之
ュ
等
量
ノ
菌
液
ヲ
加
へ
葉
ノ
混
和
液
ヲ
摘
氏
三
十
七
度
解
卵
器
内
ニ
一
時
間
保
存
セ
リ
η

該
（
戚
作
）
蘭

液
一
・

O
耗
ヲ
各
別
－
一
海
底
ノ
頚
静
脈
中
－
一
轍
迭
し
V

注
射
後
十
五
分
、
三
十
分
、
－
時
間
、
二
時
間
、
四
時
間
、
八
時
間
ノ
六
回
三
日
一y
後
肢

皮
下
静
脈
ヨ
リ
採
血
シ
ア
血
液
単
位
容
積
内
白
血
球
ヲ
計
上
シ
、
同
時
－
一
作
レ

Y
途
抹
標
本
A

ギ
ム
ザ
氏
液
－
一
－
ア
染
色
シ
白
血
球
線
数
二
百
桐

ヲ
計
上
ジ
、
中
性
多
形
核
細
胞
数
ノ
百
分
率
ト
菌
韓
ヲ
貧
喰
セ

Y
白
血
球
数
及
ピ
喰
燐
セ
ラ
レ
居
Y
蘭
鰻
数
ト
ア
計
上
ジ
タ

Y
0
．Tmvpプ
注
射

前
血
清
ヲ
以
ア
ノ
所
見
ト
封
比
セ
リ
ノ
。

各
塗
抹
標
本
A

略
々
同
様
ト
思
推
セ
ラ

Y

、
部
分
ヲ
選
ピ
ア
白
血
球
ヲ
計
上
と
同
一
暢
ヲ
包
喰
セ
U
F

白
血
球
敷
ヲ
喰
細
胞
ト
稀
シ
、
一
方
叉
白

血
球
ユ
喰
燐
セ
ラ
レ
居
Y
該
商
鱒
教
ヲ
記
上
シ
ア
被
喰
菌
数
ト
耕
シ
、
喰
細
胞
数
ト
被
喰
蘭
敷
ト
ノ
和
ヲ
喰
蘭
子
教
ト
稀
シ
、
毎
検
査
時
ノ
血

液
軍
位
森
積
内
白
血
球
数
ノ
動
揺
A

正
常
時
ト
ノ
百
分
率
ヲ
モ
示
シ
ア
毒
力
ノ
比
較
ヲ
途
グ
ペ
カ
ラ
シ
メ
タ

y
。
細
菌
館
賞
喰
作
用
A

各
白
血

球
之
ヲ
管
潟
ス
ト
推
計
算
上
ノ
繁
雑
ヲ
避
ケ
ア
此
際
重
要
ナ

Y
役
目
ヲ
魚
ス
中
性
多
形
核
ノ
モ
ノ
、
ミ
ア
記
上
セ

y
。而
シ
ア
同
一
免
疫
元
材

料
ヨ
リ
セ

Y
同
群
ノ
血
清
ヲ
以
e

プ
セ

Y
喰
蘭
作
用
ノ
成
績
A

線
－
ア
一
折

シ
－ア卒

η債
ヲ
求
メ
表
示
ス

Y

コ
ト
、
ナ
シ
タ

y
。

可
検
材
料

甲
組
中
ノ
入
、

B
、
C
各
群
二
頭
宛
ニ
各
々
黄
色
出
向
爪
球
菌
ノ
原
蘭
波
、
脱
脂
菌
液
及
ピ
依
振
菌
液
ノ
四
・

O
托
宛
ヲ
耳
静
脈
内
一
一
一
注
射

ジ
其
後
ノ
経
過
日
数
－
一
従
ヒ
ア
検
査
シ
符
タ
Y
結
果
A

衣
ノ
如
シ
。

一
、
賓
験
成
績
其
ノ
一
ー
凝
集
反
旗

震
験
第
一

回・

O
縄
ヲ
以
テ
ノ
戚
績

第
六
傘

F「

原

著

冨

問

内
九
九

（
第
武
競

二
二
九）



第
六
谷

F、
原

著
u 

五

O
O

（
第
式
競

二
三

O
〉

予言

同

上
記
ノ
方
法
－
一
ヨ
リ
各
種
免
疫
元
注
射
後
五
日
目
、
十
日
目
、
二
十
日
目
及
ピ
注
射
前
ノ
四
回
ニ
一
け
ゾ
採
血
分
離
シ
タ

Y
血
清
－
一
就
キ
測
定

セ

Y
黄
色
葡
萄
吠
球
商
工
一
割
ス

Y
凝
集
債
ハ
第
一
表
及
ピ
第
一
圃
ェ
示
サ
レ
タ

y
o

表第

バ＼止問薄皮i
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原声i液、脱脂商液及ピ依仮菌液ヲ以テノ凝集素産生程度（抗原；量4.0c.c.)

回
口
口
（
〕
口

兎八
ワ
ロ
（
〕
口 健

2140 

了＝－1五
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:2:200 
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一
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京
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口
口
一
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問
。
口
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ニ
ロ
ロ
｛
〕

人
口
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四一〕己
Cコ
Cコ

人
｛
〕

区司
CコCコ

日
↑
二
十
日

原

繭

液

股

液

依

振

液

目首

前

菌



：｜｜ 
圃

原岸i液、脱腸菌液及ビ
依振菌液4.0cι 宛 7以

テノ1凝集素産生程度平

均僚（第一表参照）

2000 

第

/800 

"" 

所

見

平
均
凝
集
償
A

原
菌
液
ヲ
注
射
セ
w
F

毛
ノ
、
方
股
脂
菌
液
ヲ
注
射
セ
w
y

モ
ノ
ヨ
リ
モ
著
明

ニ
大
ニ
シ
ア
十
日
目
ニ
於
－
プ
各
々
最
高
ヲ
示
シ
タ
リ
。
其
ノ
凝
集
債
ヲ
五
日
目
、
十
日
目
、

二
十
目
ノ
経
過
ニ
従
ヒ
ア
比
陵
ス
レ
バ
前
者
ニ
－
7

A
八

0
0｜
二

O
O
O
l三
O
O倍
ナ

Y

ニ
後
者
－
一

7
A
四

O
O
l
一
四

O
O
三

O
O倍
ヲ
一
不
ス
三
過
ギ
ザ
リ
キ
。
而
シ
ア
劃
照
試

獣
血
清
（
依
振
蘭
）
ニ
ア
A

八

0
0
1
一
四

O
O
l
一
五
台
倍
ヲ
示
シ
タ
リ
ノ
。

二
、
寅
験
成
績
其
ノ
二
日
川
「
ォ
．
7
7
Z
ン
」
作
用

前
記
ノ
方
法
－
一
ヨ
リ
各
種
免
疫
元
性
射
後
五
日
目
、
十
日
目
、
二
十
日
目
及
ピ
注
射
前
ノ

四
回
－
一
一
旦

y
採
取
し
V

タ
Y
血
液
ヨ
リ
ノ
分
離
シ
タ

Y
血
清
ヲ
以
ア
戚
作
セ

Y
蘭
液
ヲ
静
脈
内
ニ

注
射
シ
業
後
十
五
分
、
三
十
分
、
一
時
間
、
二
時
間
、
四
時
間
及
ピ
八
時
間
ノ
六
回
ニ
一
日
一

y

－
プ
検
出
シ
火
山
戸
海
狽
血
行
中
ノ
喰
菌
作
用
ノ
成
績
ハ
第
二
表
ヨ
η
ノ
第
十
四
表
迄
及
ピ
第
二
圃

ヨ
リ
第
六
闘
迄
ニ
示
サ
レ
タ

y
o

第
六
血
官

F『

原

著
l....j 

回

冨

表第

正常（前）血清ヲ以テノ喰蘭作用（二頭平均）

総

｜ ！ 中性多形核 ＼~其他白血球総数 卜 I I 了一一 ｜ 
｜政細胞数 l被l喰菌童文 I喰蘭子 1 % I 

正常時 II幼O 三J : o I_ o I o I o.5 _ 1 ぷ二三一
15 I ;j400 ·：~ l 1±.5 I ~］ .II I 85.5 I ,11.2 J 58.7 
~1.1川 ~i _1！）ト一三一1.5 I io1.o I←＿＿  4!J ・5_1~：土－
60 I .'-:HUI! 工 17.ふ i 77.o i !J4.5 I 45.o I一一一竺：立一一

1笠｜旦旦Q_l_ i ____J_Qニ9_ _1 竺~－_I~ことし一生Q_I 45.o 

~4り I 11000 :_ I 1s.o I 77.o I u5.o I 62.0 I 4s.o 

; I 18.o I 6!J.o I 87.o 1~1 43.o 
ニ I 106.5 I 46.0 I 566.5 

!J!JOO 

5!Jil00 

480 

和

法
射
後
経
過
分
時

。
（
第
式
競

二一ニ一〉



第三表

黄色併H制わ・I<l<:iL以1'1iirt・』Oc.c.注射後：Ii.H目血清ヲ以テノl氏前作用（二頗千均）
第
六
巻

F、
原

著

寓

国

多 形 核 : i持巴球及其f也

喰細胞数；秘1食 r~i数｜喰前子 i ';:{, I' % 

正常時 ti~刷 三l o I o I o i ::8.7 ! 61.2 
~1~竺（！＿＿＿＿｝；＇＿ I ::-1 ，生Q__I _:!02.11 ~初.5 I _4：；~ 
' cコ l ' I I 

:rn I 4.ioo ;< I 11; .. ~＞ ο2.0 I 111~.5 ! 39.0 I 61.0 

GO ! 4100 三ド.） 1s 1.0 . :!011.0 I 4:2.:! i 01 .1 

三五！ヲ(ii)-- 三！ ＿－.~i_G.o_ . f 二面~1 －－ ~o」LL旦7___1二三5竺－
2王仁三日型） ろ I ____!_! 5 I 竺三l HO  I ~~.O I ~±： 0 
I £工コ I I I I 

480 i 6600 i'-' I 11.5 I i.iO.? U'.l 0 I -!Zi.O I 5;).0 
I 3，三 ：

総和 I35900 二， ]I川 II ~ /I川.G I 816.5 ．． ーー：：；..・E・＿，， ー＝＝ーーー・・・・”・同’骨ーー・市岡田~~~· 、

’性中
白的L千古；：~＇n~

注
射
後
経
過
分
時

第四表

黄色借j萄朕球~i原菌ifl(-!.Oc.c.注射後十日目血清 7 以テノ日食l的作用（二頭千均）

｜ 中 性 多 形 核 l淋巴球及其他
（ 白岬総数 「－， I I [I岳細胞数！被喰菌数｜喰蘭子 i μ ｜ % 

正常時 l127110 三i 0 I 0 I 0 I 50. 7 I 49.2 
};":) i 10[)00 工I i¥7.5 • 2Sll.0 i 318.0 I 57.'2 I 42.7 

it 「－ i 二 l一一一一一一ー｜ ー「一一一 ［ 
自・tl__il旦直型L 二 · ~日」~型三 : ___ 277 .5_ I ___!3~空＇ __:.i空三－
2ぷ I I r二3 ' I I 

~ l~f 11600 ，~， ' _ __:.!.:_"..:.Q_［竺~ :m .o 1-_2~2__ ~~・2
過 I120 I 13300 ょ -t¥1.0 316.o ! 365.o I 111.:J :zけ7

Ii !=2!01'.1＇~~－ ：：：~i~i~i － ~i~i~ 
I 4so 1-11川 '.! Jj 五正子i~·＇＇ I ふり2 i 4!1.7 

1総和； 74川三 i 2:.i1.0 ' 1447.o I 1614.5 I 

第五表

黄色葡萄状球再i原点i液4.0c.cおi射後二十日目血清ヲ以テノU.A凶作用（二頭・＇！＇均）
五
O

〈
第
式
競

二
三
一
一
）

中 性 多 形 核 ｜淋巴球及其他

I~同瓦示日両五1fFr-;-- i- % 
立＿：~i ~型：5_ !_ ~1.－~ 
14.5 i 78 0 I 引3.11 :;::.7 Gり2

1/.11 ' 101.ろ！ 118 .. 5 34.5 ().) .. ) 

F>.5 I !JJ..:i ! 1117 .o ::::.'2 ti6. 7 

'2!1.11 I n.:; .:; i rn-1 ;, I G9.ろ＇ 30.5 

~7~.γl一一 si－~ I 示~＼ I円 ~I j 可iλ2 I ·~ ［ 7-
IトtコI ：；円IJ l品II i I’』.7 ＇リ 52 

12'2.0 I li•i.) II /VIIけ 1 r －一一一一ーー

白血球総数

」E·；~； a,¥' _IO叩1一一三
Cコ

出」三 9300λ
4二G ＇ごJ

射＇ _30_ 08110 ，，ラ ぐコ

~ 60 7りけり 七
恒一一一一一一一＝
過： l:!O 88()0 '°:: 
分←！ ←ー・
時 I :l-liJ' (i;')l)I) 

4811 10100 __) 

和 51100 ノ二刻、



第六泰

正常（前）J血清ヲ以テ／喰前作用（コ頗’F均）

中性多形核

喰細胞数！被喰筒数！喰筒子！

主－」_Q__l__2_.__Q_I~ι1~52_.Q
三 l______E＿：~＿ ' 71. 5 _ I 92-_ 0 i 型 I 55~ 

~1~－三1－~L-_Bl主_I p9.5_J_ _ 4~（）＿ I~~ 
60 I s400 占 I 14.5 I so.o i 94.5 I 5:i.o I 47.o 

12u I 11150 乏 I 21 .o I 104.0 131.0 I 67 .5 I 82.5 

2411 I ) 2別 手 I rn.o I 些り 78.5 I 4.o I 26.0 

1而~~－Iプ云~＇－ 9.51~竺」了豆王｜ 84.0 

総和 l似 00 ;:;: I 12!l.5 I 463.0 I 592.5 I 

他一
主巧一
及
一

4

球
一
？

巴一淋一

第
六
巻

% 
白血球総数

8800 

8200 正常時

15 
注
射
後
経
過
分
時

F『

原

著
L」

宮

問

第 七表

黄色葡j萄朕球菌脱脂菌液4.0c・C・注射後五日目血清ヲ以テノ喰繭作用（二頭平均）

中 性 多 形 核
白血球総数

喰細胞数！被喰菌数！喰菌子l〆。。／ 
正常時 f1osoo 。 。 42.7 57.2 

15 11400 Cニコ 14.0 83.0 97.0 41.2 58.7 

射注 30 10900 。 17.0 94.0 1 ll.O 55.2 44.7 

後経
Cつ
プ．ミ： 11.5 96.0 107.5 54 7 45目2

過 176けO →，． 、. 14.0 87.5 101.5 76.0 24.0 

分時 12400 一 13.0 5!J.0 72.0 58.0 42.0 

12000 9.0 31.0 40.0 58.5 41.5 

和 i70700 主 I 78.5 ま息 450.5 529.0 

第八表

黄色葡萄状球菌脱脂陶液4.0c.c.注射後十日目血清ヲ以テ／日食荷作用（二頭平均）

｜ 瓦 性 多 形 接 ｜淋巴球及其他
白血球、徳数 ！一一一－ I I I I 

｜ ｜喰細胞歎！被喰菌数！喰商子 1 ;?;; I ~b 

よ堂土＇－~型L一三；＿11_ ［＿~＇ ___ ____JJ__I一世l－~ー
1呂Is:; . .., 

3~ I fllOO % i 21.0 : l!Jl.O 212.0 日7.2 42.7 

J竺｜」型＿fs___I_ :::J .. s ！型企－空2三坦＿ _38·~－ 
120 IJ.74011 i;=.i __:i_i'_ii__i____l2·~~ I 182.0 I 8~.~ ~－ －~ 
240 I 11：；川三 I::.. ~， I 85.0 !l8.5 . 61.0 39.0 

一一一l48り出迎ー←ム＿＿！壬＂ i !10.0 －」墜と り7 ・T ；一一__'1_~一一
I '" , I 

総 和 i084みO 三 I 131.5 I 924.0 I 1055.5 ' ! 

注
射
後
経
過
分
時

五。

（
崎
県
武
競

ニコ一一一一）



第九表

黄色葡萄状球菌脱脂菌液4.0e・C・注射後二十日目血清ヲ以テノ喰菌作用（二頭平均）

第
六
巻

著
L」

原

冨

国

中 性 多 形 核 Ii林巴球及其他

1函；；－~~川食品｜喰繭子 l ~~－ J % 

正賞丑ーI12側 三I_()_I __ _Q - 0 i G6.0 • :H.O 

~」ロ｜15 I 0000 入 I 13.5 川.0 fll.5 51.7 48.2 
; cコ
ao I 1500 －~ぐ :J:\ O l:l/ .0 160.0 • 51.5 i 48.5 

60 I 6600 ~ ' li>.5 ~HO つぶ5i ~a-;5! 60.5 

120 I 14700 三 21.0 I 112.0 ! I:H.0 I /(j_."j :];;_.:; 

240 I 11400 ~ I rn.o I s5.o I r114~1~ ーん：一一五；－－

制｜盟9-___~f－－！~－--1一旦土f~.G ＿＿＿＿！＿＿竺｜ ~1.5 
総和 Iso200 X I 105.o : 0n:J.0 • 661.0 i I 

白血球機数

、
出
射
後
経
過
分
時

第＋表

正常（前）血清ヲ以テノ喰菌作用（二頭平均）

中性多形核 淋巴球及其f也
白血球総数

喰細胞数！被喰菌数｜喰菌子｜ % % 

正常時 I7醐 二－ o I 付 I 0 I 42.5 57.5 
? i 注 15 6400 ーJれ 14.0 66.5 80.5 30.7 Gfl.2 

射 30 0600 ~ 23.5 120.0 _14:3.0 , 34.o I 66.o 

・集＂＇ 60 8800 一二一一・ 山 川 93.5 ・哩2-r 61.0 

過 120 12000 人 :JGり 132.5 158.5 ；；り7 -1::.2 

Z五012600 二二J_1~ 4.1.5 53.0 GD.7-! 4il.2 

480 10800 ム 19.0δ：；.0 72.5 53.5 46.5 

総 和 I G0200 ノ、 109.5 ー 4~1:l.O I liOl.5 一一一一一一一一

第＋ー表

黄色葡萄状王車両依振菌液4.0c・c.注射後五日目血清ヲ以テノ喰菌作用（ニ頭平均）
五
O
凶

（
第
式
競

二
三
凶
）

. i 中 性 多 形 核 l淋巴球及其他
I 口血球醐！向1i五｜山－雨前子｜ 川 % 

」L嘗』－~型仁三 i o I o i 立 l >.2 I 
: 15 11側二~ 18.0 i 83.0 I 101け 47.5 I 52.5 
ii「一一ー ー モ号ー」←一一一一｜一一一一一ー｜ー 一一一一一一｜
射 ｜ 日リ l-1750 ん :J:;.o I 111.0 I Hn.11 58.o I 42.o 
後 1 N• 0 一一「一一一一｜
' ~法 i~ ＿＿＿±型士一一主－－ _!iiニg_j~／－一川 一旦L f空と一

明批二i寸I~計十1：~［1/]f=
総和 I61G50 ;_._ I 90.5 I 4iG.5 I 567.0 i I 



表＋ 第

黄色荷j荷JI夫衆保H相反菌液4.0~.c.i:l:射後十日円胤清ヲ以テノ喰薩ifや用（二頭苧均）

巾 性 多 形 核 ！淋巴球及其他

喰細胞数！被喰菌数；喰蘭子｜ % ：－一元一

旦堂旦！盃正二三！二王1仁三コ二工~~三~I：二－j~；~~J.
l---1三！旦」一会－~~主 1 ~［） i 竺1.0 ~1~4~ . .2_ 
I~！~竺仁ムーi__B.:.2.._ i __  l｝三_11__1 20G.o .~f~：仁ー
！叫旦Q____ _l_! 2吐 Ii42ニ0 i 166.0. _ __i立I~~
! 120 I 18500 v:1 ?.2.5 f 171.0 : '.20:1 .. ) i 69.7 f 30.2 

！三40弓記J ~·~j王子l -;;4-:;;-:1 152 ：~ : --7~「2~干
i 480 s400 ::_ , 2ll.5 ! 154.o 1s:3.5 . 66.7 I 33.2 I 
線利関400 ム 175.0 I ゅ7.:J ' 1072.5 I I I 

白血球線、数

治
射
後
経
過
分
時

第
六
巻

F『

原

著
‘d 

宵

国

表＋ 第

黄色帝j萄吠球保i~夫被商液4.0c・c.注射後二十日目前li青 7 以テノ喰菌作用（二頭平均）

I ~＇＇＂＇＊IUI ·~＿；；－ ~ ----"'-T'-;;- ！~＂＇＊~ 
I 喰細胞数！被喰孫i数 I＂食関子 1 % i % 

_JI_堂些一I＿？.竺1 ム｜ o L ~」j l ____ i~＿： 51.2 
1~1~0--. _____ %＿〕引 ~~~l~i~i 57.2 

I CJ I I I 

i 却は~－－主！ 山｜ ~？·O _j J必 l 鶴 2 i 51. 7 
! 60 I -12川ぇ i 12.5 I 5i.0 , 64.o I 47.o I 53.o 
1－；：瓦｜州（） ζ~1~12；。｜云6.0－－〔fo~f 肌 5

南一：－！－－ －－叫~l 正I玉 38.5
4so I !L:ioo c, 1. 12.5 I ぬ.5 i 必の｜ 50.0 i 50.0 

j ドヨ I I I I 

綿 和 I39000 三 υ0.0 i 408.o I 498.5 J ! 

注
射
後
経
過
分
時

表四＋ 第
五

O
五

原菌液、脱脂蘭波及ピ依振菌液4.0c.c.ヲ以テ得タル抗血清＝依Yレ喰菌室経（二頭千均）

線．

， 

抗原種惣 i 原 保i 液 ｜ 脱脂保i液 ｜ 依振商波

止清検事 DPi~ピ？？喰僻｜禁白壁~~~保i李 1:s長（手並－吋ヂ
正常時i5fl；；川 ,)I)日3 ¥l.;) fil41川 W2.5 I 9.G ' 60到。 I601.s n.9 

五日＼子；＂＂ ~i」三E：三！！？｜司翌日Ef~ 
十日恒三~~~J！日引J竺J___ ~~~I~~三I ],:,.4 ：＿~I 101~.s 川
二十日目 I51100 I 7υ｛川iI 15.4 I so2,10 667 .5 i 8.a ! 39000 I 4D8.5 : 12. 7 

和 j220800 I ::Scl/ .. j I 17.4 r;w；－~：引っ日ワ：mo ） 釘39.51 12.6 

（
第
小
川
波

二
三
一
九
）



第 四 国 第 ー 薗ー
原高i液、脱府関液及ピ依~：商液（4.0 原保I液、股月首謀i波及ビ依振保i液（4.0

第
'" P宛）ヲ以テ得I)｝レ抗l血液ニ依ルu.ft ω 宛）ヲ以テ得タル抗的LY青＝ヨ ノレ日食

ム，、
声i子敏雄和 細胞敏総和 理主
（第二表乃至第十三表参照） （第二表乃至第十三表参照）

III ll l 
/600 一＿，，γ Jタu「一

｜｜冨

f I ¥: I 
振依脂脱菌原 重

/ZOO ベ 下一 一寸 存｛蘭

冨
I t 711¥ I //1＼代 国

;4. 6回
＋ 

ー一歩主士i~ .ft_ 

＼ 
＼ 

肱抜歯

20 

第五国

原繭液、脱脂前液及ピ依振出i液（4.0
c.c.宛） ';I以テ得9ル抗血清＝ヨ ノレ日食

前率
（第十四表参照）

.'J 

第 国

原禄i波、脱脂菌液及ピ依振存j液 （4.0
C.l＇.宛） 7以テ得9パ抗I血清＝依Jレ被
日食菌数温和

（第二表乃至第十三表参照）

/400 

1200 

/00 

90• 

aoo 

100 

,J. 
; iOO 

t“ 
耳耳 5帥r lr『
ゐ0-0万一一－5 /0 

’吋： 直司 ~I'-.

じ~

五
O
六

（
第
或
競

一一＝一六〉



圏

j反~i液、脱脂保j液及ピイ長援繭液

(-Iりいじー宛）ヲ以テ｛尋~｝レ抗耐1清

＝依Jレ血中出現白血王者数増減比

中Ii閥、和

（第二表乃至第十三表参照）

六第

所

見

原
前
液
注
射
ノ
場
合
ュ
喰
菌
作
用
ノ
最
モ
肝
椛
ナ
リ
シ
ハ
五
日
目
及
ピ
十

日
目
ュ
於
－
7

A

菌
液
注
射
後
一
時
間
目
－
一
ジ
ア
、
二
十
日
目
ニ
於
－
ア
A

四
時
間
目
ナ

，，．、、

一、...／
リ
キ
。脱
脂
菌
液
注
射
ノ
場
合
ヲ
見
Y

ニ
五
日
目
、
十
日
目
ノ
際
ニ
於
ア
A

一
二
十
分
乃
至

一
時
間
目
旺
廉
－
一
シ
ア
二
十
日
目
ノ
際
ニ
於
ア
A

三
十
分
自
ナ
リ
キ
。

封
照
動
物
タ
Y
依
振
菌
液
注
射
ノ
場
合
ヲ
見
Y

ニ
五
日
目
比
ピ
十
日
目
ノ
際
－
一
月

三
十
分
目
最
毛
旺
盛
－
一
シ
ア
二
十
日
目
ノ
際
－
一
A

二
時
間
目
ナ

y
キ。

喰
前
作
用
ノ
強
弱
ヲ
各
抗
原
注
射
後
ノ
経
過
日
数
ヲ
迫
ヒ
ア
観
察
ス
M
Y

ニ
喰
細
胞
敷
ノ
総
和
（
第
二
闘
）
、
被
喰
菌
数
総
和
（
第
三
岡
一、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

喰
菌
子
教
総
和
（
第
四
国
）
及
ピ
喰
南
率
（
第
五
阿
）
ノ
何
レ
ヲ
指
標
ト
ス

Y

モ
原
菌
液
注
射
ノ
場
合
－
一
於
ア
コ
析
然
ト
ジ
－
プ
一
頭
地
ヲ
抜
キ
ア

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

最
大
数
ヲ
示
シ
十
日
白
血
清
ノ
際
ニ
於
ア
最
大
教
ヲ
得
タ
リ
。
相
到
照
動
物
（
依
振
菌
液
）
ノ
場
合
－
一
於－プ
A

喰
細
胞
数
（
第
二
闘
）
ヲ
指
標
ト
シ

ア
比
較
ス
レ
バ
脆
脂
菌
液
注
射
ノ
場
合
ヨ
リ
モ
可
ナ
リ
大
ナ
Y
敷
ァ
十
日
目
血
清
ヲ
以
ア
セ

Y
際
－
一
示
シ
タ
レ
ド
モ
被
喰
前
敷
（
第
三
岡
）
、
喰

蘭
子
数
（
第
四
闘
）
及
ピ
喰
蘭
傘
（
第
五
岡
）
ノ
何
レ
ヲ
指
牒
ト
ナ
シ
比
峻
ス

Y

ト
モ
夫
々
十
日
目
ニ
於
ア
最
一
人
ニ
シ
ア
脱
脂
蘭
披
ノ
場
合
ト
ノ

問
ニ
大
差
ヲ
見
出
ス
能
A

ザ
リ
キ
。

而
シ
ア
喰
蘭
子
数
ノ
総
和
A

原
蘭
液
ノ
場
八
日
－
一
五
常
時
、
五
日
、
十
日
及
ピ
二
十
日
目
ノ
問
問
ノ
会
経
過
－
一
於
ア
A

夫
々
五
六
六
・
五
l
八

一
六
・
五
｜
一
六
七
四
・
五
l
七
九

0
・
0
、
脱
脂
菌
ノ
場
合
－
一
正
常
附
、
五
日
、
十
日
及
ピ
二
十
日
目
ニ
於
ア
夫
々
五
九
二
・
五
l
五
二
九
・

0

1

一
O
五
五
・
五
｜
六
六
七
・
五
、
掛
照
動
物
（
依
振
菌
液
）
ノ
場
合
ニ
際
シ
－
7
A
r
k
常
時
、
五
日
、
十
日
及
ピ
二
十
日
百
二
於
ア
夫
々
六

0

7

五
l
五
六
七
・

oー
一

O
七
二
・
五
l
四
九
八
・
五
ナ
Y
著
明
ノ
差
異
ヲ
見
出
シ
タ
リ
。

／’ヘ

一一、＿＿，
第
六
巻 血
中
選
出
白
血
球
総
数
ノ
推
移
－
一
開
シ
ア
A

第
二
表
乃
至
第
十
三
表
ヨ

y
第
六
附
ヲ
待
夕
刊
ノ
。

二
三
七
）

，ー

一一、ーノ

F園、
原

著
....... 

同

寓

五

O
七

〈
第
京
競



第
六
台

r、
原

著

寓

匠i

五

O
八

〈
第
球
銑

二
三
八
）

股
脂
山
液
A

原
蔚
披
－
一
比
シ
ア
白
血
球
過
多
ア
惹
起
ス
U
Y

能
力
明
白
ニ
大
ナ
レ
ド
モ
．
原
蘭
液
A

玉
日
目
、
二
十
日
百
二
一
於
ア
傑
ノ
程
度
－
一
白

血
球
過
少
ヲ
惹
起
セ
リ
。
封
照
動
物
（
依
振
商
）
ノ
場
合
A

十
日
目
、
二
十
日
目
二
世
少
ナ

Y
程
度
ノ
白
血
球
過
少
ヲ
惹
起
シ
タ

y
、
而
シ
－
Y
三

者
共
最
大
ノ
白
血
球
過
多
ァ
表
起
セ

Y
場
合
A

正
常
時
ノ
モ
ノ

一一
於
ア
見
タ
リ
。

一
町
一
、
賓
験
戚
績
概
括

原
商
液
、
脱
脂
南
波
及
ピ
依
振
蘭
液
ヲ
注
射
セ

Y

毛
ノ
－
一
炉
、
ア
A

凝
集
債
A

原
蘭
液
ヲ
注
射
セ

Y

モ
ノ
第
二
似
て
股
脂
菌
波
及
ピ
依
振
蘭

液
ヲ
注
射
セ

Y

モ
ノ
、
聞
－
一
A

商
明
ナ

Y
莱
異
ヲ
認
ム

Y
ヨ
ト
能
』
ザ
レ
ド
モ
五
日
白
血
清
－
一
於
－
プ
多
少
ノ
差
ヲ
生
ジ
後
者
第
二
位
ヲ
占
メ

タ

y
。
而
ジ
ア
喰
商
作
用
ヲ
指
標
ト
ス
U
F

事

ニ
ヨ
リ
ノ
ア
モ
亦
タ
明
白
ェ
其
ノ
大
小
ノ
順
序
A

一
致
シ
タ

y
へ
第
十
三
表
）
。

血
中
遊
間
白
血
球
数
ノ
推
移
ヲ
見
Y

－一
脱
脂
菌
液
A

白
血
球
過
多
ヲ
惹
起
ス

Y
能
力
明
白
ニ
大
－
一
シ
ア
原
商
液
及
ピ
掛
照
（
依
振
商
）

A

僅

少
ノ
白
血
球
過
多
ァ
来
セ
シ
外
著
明
ナ
グ
’縫
化
ア
認
メ
ザ
リ
ノ
キ
。

賓
験
第
ニ
可
検
材
料
六
・

O
耗
ヲ
以
テ
ノ
成
績

7
L
組
中
ノ
入
、

B
、
C
各
群
（
二
頭
宛
）
ノ
家
兎
－
一
照
蘭
液
、
股
脂
菌
液
、
依
振
菌
液
ヲ
夫
々
六
・

O
耗
宛
耳
静
脈
内
ニ
注
射
シ
タ

Y
後
経
過

日
数
ヲ
迫
ヒ
ア
行
ヒ
タ
w
y

賞
験
成
績
λ

究
ノ
如
シ
。

賓
験
成
繍
其
ノ
一
ー
い
い
凝
集
皮
臆

前
記
ノ
方
法
－
一
ヨ
リ
各
穂
抗
原
材
料
注
射
後
五
日
目
、
十
日
目
、
二
十
日
目
及
ピ
正
常
時
ノ
四
岡
三
旦

p
－
プ
採
血
分
離
シ
タ

Y
血
清
ニ
就
キ

ア
夜
色
耐
萄
朕
球
菌
二
割
久

Y
凝
集
素
ノ
賞
駿
A

第
十
五
表
及
ピ
第
七
闘
ユ
示
サ
レ
タ
リ
。

所

見

平
均
磁
集
償
A

原
払
阿
波
注
射
ノ
場
合
、
五
日
目
ニ
於
ア
一
二

O
O倍
、
十
日
目
＝
於
ア
最
高
一
四

O
C
情
ヲ
示
シ
二
十
日
目
ニ
至

y
－
ア
念
蓮

－
一
下
降
ぞ
プ
一
四

O
桁
ヲ
示
ス
ニ
遇
、ギ
ザ

y
キ。

脱
脂
繭
液
及
ピ
依
振
甫
液
注
射
J

場
合
ヲ
見
w
y

↑一
五
百
目
ニ
於
ア
前
者
A

六
O
O倍
、
後
者
ハ
四
ハ
U
O
H川
ヲ
現
A

シ
、
十
日
目
、
二
十
日
目



表五＋ 第

十~！i_j~
-:1干［情情

関液ノ類lj旨骨量ト凝集素産生程度（抗原；量o.Oc.c)

回
0
0口（〕 惚

重
〈
瓦
〉

原

1860 

2000 

2100 I夜

2170 

2100 

2050 

1000 

2010 

1870 

2000 日
一
二
十
日

菌

液

十反

液

見ん
D
0
0
0

一0
・00
0
0
二
五

ロ・
0
0
0
0五
口

一
O
口つ
O

0

・00
0
一
｛
〕
Q

依

~i 

－一於ア
A

二
者
共
－
一
最
高
八

O
O倍
！
三

O
O倍
ヲ
示
ジ
タ

y
。
全
経
過
－
一
於
ア
二
十
日
目
ヲ
除
ク
外
A

脱
脂
繭
及
ピ
劉
照
（
依
振
菌
）
ノ
凝

集
債
λ

原
菌
液
ノ
ソ
レ
－
一
遠
ク
及
バ
ザ

y
キ
。

第
六
巻

パ
ロ
ロ
口

0

・00口
二
五
口

回
0
0
0

0

・00
0
五
0
0

一口（〕
C

0

・0
J

一一0
0
0

八口〔）

0

・0
0二
五
口
（
〕

国
D
D

ロ・〔
J

（〕ヰ（〕口（〕

Cコ
Cコ

0

・0一
〔
｝

0
0口

ノ、
Cコ

0

・0ニ
五
U
D
D

区ヨ
〈＝コ－ Cコ，－、

原

著
L」

富

＆~ ＋ 

＋ 

＋＋ 

＋ 

＋ 

＋
 

ふ白目

＋＋ 

十＋

利十

廿十

廿十

廿十
菌

国

脱

目旨

五

O
九

（
第
式
競

a

一
一
一
一
九
）



第
六
巻

F、
原

著、」

E茸

国

E
E
E

－

4
a

．，E
，・
FHW

刊
本

J

一｝

I
・I
l
a
－
脱
脂
閑

E
・
：
：
・
依
振
碕

第七園

以前成、脱脂繭液及ピ（ii.問、［f'.jI佼
(IJ.11·.＜•宛）ヲ以テノ 4正義主j干＇ I ＇ー
程度乎均債
（第十五表参！！現）
1400 

{OQO 

eoo 

600 

J,oo 

ノ200

賓
験
結
果
其
ノ
ニ
ド
ト
｜
「
ォ
．
7
7
Z
ン
」
作
用

上
記
ノ
如
ク
存
揮
兎
疫
元
注
射
後
ノ
五
日
目
、
十
日
目
、

二
十
日
目
及
ピ
注
射
前
一
一
於
ア
採
取
シ
タ

Y
血
清
ヨ
リ
賓
駿

材
料
ノ
佑
下
ニ
記
載
セ
笠
間
液
ヲ
調
製
シ
其
ノ
一
・

O
托
宛

ヲ
各
個
別
－
一
海
狸
静
脈
内
へ
注
射
シ
十
五
分
、
三
十
分
、
一

時
間
、
二
時
間
、
四
時
間
、
八
時
間
ト
経
過
ヲ
追
ヒ
ア
検
セ

y
喰
菌
作
用
ノ
成
績
ハ
第
十
六
表
ヨ
リ
第
二
十
七
表
及
ぜ
第

八
闘
ヨ
リ
第
十
一
闘
ニ
示
サ
レ
タ
リ
。

五
一

O

〈
第
式
競

二
四

O
）

白血味、総数

第＋穴表
正常（前J血清ヲ以テノ日食荷作用（二頭千均）

｜ （ 中性多形！核 ｜淋巴…白血球王聖堂t トー一一一一l I I喰細胞数 i被喰荷数｜喰繭子｜ % % 

4 生ιl」山一 二＿！_ ___Q_ l__o_ー~1 ~／ Gl.2 

i 15 I 1000 ~ 16.o I ns.o I 54.o I 41.5 :,8.5 

~t ；旦 P型空 ーん Li._Q_J＿~生~I ~-i. ユ l ::8.2 川f

~ ！－－旦l竺型一二 三！とi」也1・ ~174.0 I .-;1.2 吐
過. 120 13200 －~ :20.0 !ll.O I 114.0 I Ii:!.:; ::/.5 
'Tr ; 仁三J ' ' I 

持 I24_G_ G型。 ん 」壬~I 1;0三一！ 立空 1－竺と；一一三竺一一
480 8!JOO 二日11 26.0 I ::.5.o I 111. 7 5!J.2 

｜総和；，moo ：~ 111.0 I m.5 I 538.5 
第＋七表

黄色1f.JWJ状球1<-i見（1<:iifi,:G.Oc.r.注射後五日目的Li青ヲ以テ／日食前作用（二頭千占有）

中性多形核 淋巴.£,ti及其f也
喰細胞数！被喰柄数｜喰繭子｜ % ' ;'b 

正常時 I 0KIH) 三｜ II I) ! 0 I おり 1 -!7 .0 

15 I 5800 : 31.5 2.1 I 0 :288.λ49.7 ! .)I).:! 

易量山 ミ ：白 1-- ：！；；.：， ~~rj_~仁二壬~ I二盃J
~ 60 ; 5G50 ム‘；；：け：！［：；.11 :!76.0 .・，吋.5 I 41.5 

通lj瓦｜…（｝三： :;o~：：； :.>::s.o I :ws ;, rl;:..; ! io~5 
分｜
時 , . ~°！ Ii : I i4~1(J 二 , :n_;, 17:)_:.・l_ ](17 .ll IJ/ ./ j 日記2

i 480 : ~~~~o ~ __!1~5. 川｜旦1_ 52}_ ！－－－~ 
総和 I38500 ム I 162.5 ! 1167.0 I 132!1.5 

20 



表，、L
・
第

黄色葡萄扶球際i原菌液6.0.;.c.注射後十日目1血清7以テノ喰菌伶用（二頭平均）

注
射
後
経
過
分
時

l数回西五且
ラ4

！ ｜ 中直 形一一夜

［ 白血球総数 ｜喰細胞数｜被喰蘭数｜喰穂子｜ % 

正常時 Is4oo 三［__2__1______2____1 o i 52.1 I ~2 
5 I 1600 ふ I 34.o I~笠：Q__I 坐Q_J~竺 I --..-i~：1 
30 I 6200 ふ I 27 .0 I 168.5 I 195.5 I 53.0 I 47.0 

60 I 6400 人 I 33.5 I 273.o I 306.5 I 60.5 I 39.5 

120 I n100 土 I ::i9.o I 262.5 I 3⑪1.5 I 69.7 I 30.2 

240 I 10900 主 i ao.o I 137.o I 167.o I 54.2 I 45.i 
I 4so I s200 三I 11.5 I s3.o I 100.5 I 4s.o l~o--
ー週ー－ー利 ! 48500 人 I 181.0 I 1119.0 I 1300.0 

τc . , . 
第
六
巻

F『

原

回

著
L」

宮

表九＋ 第

黄色葡萄J伏球保i原両液6.0rι法射後二十日目Jfili青ヲ以テノ喰繭作用（二頭千均〉

注
射
後
経
過
分
時

一一
J

｜中一一
喰細胞数｜殺喰菌数｜喰繭子｜ % 

。一口・八一
0

・七一
0

・八一一・八一一・七一ニ・
0
一七・八

白血球総数

時
一
日
一
山
一
例

目一
8800 

7900 

8800 

120 I 19600 

240 I 17700 

1－；~J3400o 
表＋ 第

正常（前）血清ヲ以テ／喰菌作用（二頭平均）

中 ’性 多 形 核 淋巴球及其他
白血球徳数

喰細胞数｜被喰再i歎！喰商子｜ ラ4 % 、、

正常時 6600 。 62.2 

15 7800 ニ I I王子 62.0 戸4間／ .•）戸 I 33.0 67.0 
注
射 30 8250 ()3冒5 112.5 42.7 57.2 

後最主
己コ

60 5650 ;.., 7.0 49.5 56.5 22.2 77.7 

過 120 8000 エ 20.5 119.0 139.5 62.5 37.5 

~J 寺、 240 8750 ニ l!J.5 !J5.5 115.0 65.2 34.7 

480 7200 一 15.5 47.0 62.5 62.2 37.7 
4':; 

線 手官 J 37850 
Cコ l 。7.0 .Jt>G.5 563.5 i 

五

（
第
或
競

二
四
一
）



表＋ 第

第
六
巻

F『

原

著
L」

冨

国

黄色葡萄状球保i脱脂樹液6.0c.c.主！：射後五日目血清7以テノ喰菌作用（二頭平均）

中 性 多 7伝 核 淋巴球及其他
白血球緯数

喰細胞数！被喰菌数｜喰蘭子l% % 

正常時 12000 c" コ 。 。 。 53.5 46.5 
Cコ

15 8500 ..t, 21.0 98 .. ) 119.5 50.5 49.5 
注 Cコ

山.：， rns.o I 49.5 
後経射

30 9500 人 20目5 00.5 
Cコ

100.5 I 119.ii 51.7 60 10800λ 19.0 48.2 

過 120 15900 ~ 19.5 
91.0 1ぺ84.2 15.7 

分時 240 18100 三丘． 19.0 83.0 102 0 79.0 21.0 

480 Ja900 16.5 52.0 68.5 7:l 7 26.2 

総 利 76700 .,. 115.5 お1.5 653.o I 

表十第

黄色葡萄状球書i目立股菌液6.0c・C・注射後十目白血清ヲ以テノ喰菌作用（二頭平均）

白血球総数
喰細胞数｜蹴菌数｜喰蘭子l% % 

正常時 8400 。 。 。 58.2 41.7 

15 7800 24.5 132.0 156.5 67.2 32.7 
j主
30 10100 32.0 216.5 248.5 59.0 41.0 身す

後経
Cコ

60 6800 ノ．、 20.0 109.0 129目。 40.0 

過 120 8900 一 27.0 203.5 230.5 72.0 28.0 
分
240 8200 17.0 70.5 87.5 76.5 23.5 時

480 11300 18.5 102.0 120.5 68.5 31.5 

総 和 53100 139.0 833.5 972.5 

表＋ 第
1i. 

（
第
式
競

二
四
二
）

黄色葡萄状球繭脱脂菌液6.0c.c.注射後二十日白血清ヲ以テノ喰菌作用（二頭平均）

中 性 多 形 核 l…% 其他， 
白血球線数

喰細胞数！被喰菌数｜喰蘭子｜ % 

正常時 7100 ; コ
。 。 。 49.0 51.0 

Cコ
15 6000 ノ～ 17.0 114.0 121.0 56.0 44.0 

注 Cコ
射 30 5900 ノ一．、 18.5 113.5 132.0 43.7 56.2 

後 60 
Cコ

経
5900 ノ、 14.0 79.0 93.0 51.7 48.2 

一過 120 7000 c" コ 20.5 83.5 104.0 63.0 37.0 

分時 240 7700 ． 19.0 79.0 98.0 63.5 36.5 
一

480 7800 ． 17.5 60.0 77.5 62.5 37 .. 5 
三正

組 和 40200 矛.， 106.5 529.0 635.5 



表四＋ 第

正常前血清ヲ以テノ喰荷作用（二頭平均）

白血球総数
中性多形核 ｜琳回出勉

喰細胞敬；鵬菌数｜喰繭子 1 ？~ % 

正常時 8700 c" コ 。 。 。 49.2 
亡コ

71.5 94.0 15 4600 三E． 22.5 59.2 40.7 
j主 Cコ

δ8.5 射 30 6000 ..e 18.5 77.0 49.7 50.2 

後経 60 8800 Z二－コ Hl.5 76.5 96.0 55.0 45.0 

過 120 9300 17.5 55.5 73.0 60.7 39.2 

: 240 ! 10400 28目。 131.0 159.0 68.5 31.5 

480 ! 7700 
Cニ3

33.o I ず．』 102.5 135.5 69.5 30.5 

総和 J46800 
三丘

巨．ヨ 495.5 634.5 

第
六
巻

F園、
原

著、＿，

官

同

表五＋
 

第

黄色者j萄吠域医ii衣振同ii夜6.0c.c注射後五日目血清ヲ以テノ喰菌作用（二頭平均）

巾 ’性 多 背主 核 i株巴球及其他
白血球綿、数

喰細胞数！被喰菌数｜喰蘭子l% 予4

正常時 113伺
。 。 63.5 36.5 

Iii 16300 84.0 110.0 76.7 23.2 

注射 • I 88.5 109.0 76.7 23.2 

後経 60 11000 95.5 114.0 73.0 27.0 

過 120 21000 

工品 111.0 i 

104.0 126.0 89.0 11.0 

分時 240 15200 39.0 52.0 76.2 23.7 

480 I i5900 28.0 39.0 77.7 22.2 

緯‘ 和 !l3800 43!l.0 550.0 

表ー，、＋ 第

黄色葡萄状球nti~衣振菌液6.0c・C・注射後十日目血清ヲ以テノ喰菌作用（二頭平均）

注
射
後
終
過
分
時

: 巾 性 多 形 核 ｜淋巴球及英他
i 白血球総数 ！ ｜ 
I j喰細胞数！被蜘数｜喰商子｜ % I 

旦笠土I8800 ~ 1-()_ I _ __()__ l_Q__l－－~L2_[ 48~ 

うにお十三－：：｜寸託＇＝~~／づ~I ~~ 
i ~o＿，~o~一三－ _29.~~竺＿（）＿＿＿［~生~－_I~二~ i 40.5 

~21 t：~！！－引~！I~

ラ4

五
一
三

（
第
式
競

二
川
一
一
一
）



表七＋ 第

第
六
巻

F「

原

著
l.....j 

冨

回

黄色葡有：1＼城戸I ｛火打~n草iii主6.0c. ＜ ι － ii ~·l 後二十日目1faj青ヲ以テノl喰再i作用（τ頭干均）

I I 中性 h形核 ［…其他白血球総数 I －一一一一1 I 
喰細胞数！被喰蘭数 Iu≫；関子｜ % I 

」世間O ~ ~I 0一一l _()___1 －－~'7_."_ ! 52.5 
_15 ＿＿＇！＿型」主 ~Iiii》.5_1_87._(l __ J ____ j_竺」__2!:I._

！－：型~~型主 主Q 1 _1_2日一 ＇.......］町！ー j__i壬＿［）＿＿：~~－·
i 60 8500 人 24.5 I 131.5 i 10() () I G2.0 I 38.0 

は竺l平（）O_ 二一 幻O• l ~ ....・O_j_ _I_竺Q_I －－－－－－＂ι ！~＿ーl
240 14GOO 主 2!J.O ' 143.0 ! 172.0 I 7~.o I 28.0 

! 480 ・ lHIJll 孟 lti.O I 48.5 i 64.-:i I 61.0 ! 39.0 

線、 有！日付。－ ::- 140五｜ 函~I－－－－；：王子｜ I 

日
射
ν
依
衿
過
分
時

第

八

回

原
商
液
、
脱
脂
菌
液
及
ピ
侠
振
菌
液
（
六
・

o
m宛〉

ヲ
以
テ
得
タ
ル
抗
血
清
品
目
依
ル
喰
細
胞
数
総
和

（
第
十
六
表
乃
至
第
二
十
七
表
参
照
）

U
1
己J

／
一
i
J

／
＼
一
一
泊

立υσ

oil 
咽，，.
~ 

五
一
四

（
第
京
競

二
四
円
）

季五富第
ム9液丸
公ノレ、

＼＼｜ 笠抗脆園
川＼＼｜ 芸血腸

片「fヤI 議号室
if, '1_¥ i 主依玉

川＼ メJ 土議長
ιトーム」ー斗阜商玄喰仮
I I ~ ¥I Z菌菌
／ ｜ い 杯争弘通e敷液
ι一一ー＿，＿＿ー一ー－~←： ~闘〆局、

: I -r ¥I"""' 箱守
、、、、If-十イ－T山 ~ 

l 、J
」＇ 7 

以

yVJ 

~oJv 
咽

¥ 
婦ょ

じ。。「丁
一＋怯A 四私

'" 

~cc原第

竺語草＋
十ヲ·~－
以時－

E語圏
7再i
L響
抗うラ
血ふ
1青長
二保lr液
日食2
商：、卒。

ゐ＂－一一一－0 5 /0 
－ー－＞Jt4司私

トプ「＼ζ ← ベ

：！；三、：.i~
lo ！~ J L__L」



所

見

（
一
）
原
雨
被
ノ
場
合
－
一
於
ア
喰
雄
作
用
ノ
最
モ
旺
盛
ナ
w

y

A

五
日
白
血
清
ニ
ア
A

十
五
分
、
十
日
目
血
清
－
一
ア
川
一
時
間
、
二
十
日
日
血

清
ラ
プ
A

三
十
分
自
ナ
リ
キ
。
脱
脂
菌
液
ノ
場
合
－
一
一
於
ア
五
日
目
、
十
日
目
、
二
十
日
目
血
清
ニ
ア
共
品
三
十
分
目
ナ

P
キ－
u

劉
照
試
獣
（
依

振
蘭
）
二
一
於
－
ア
A

五
日
目
及
ピ
十
日
目
血
清
－
一
－
ア
二
時
間

H
－
一
ジ
ア
二
十
日
目
血
清
－
一
－
プ
四
時
間
目
ナ

P
キ。

（
二
）
原
菌
液
注
射
ノ
場
合
A

喰
菌
作
用
ノ
喰
細
胞
敷
（
第
八
闘
）
、
被
喰
菌
数
（
第
九
圃
）
、
喰
蘭
子
教
（
第
十
圃
）
、
喰
菌
率
（
第
十
一
闘
）
f

何
レ
ノ
指
標
ヲ
以
－
ア
ス

Y

モ
他
ノ
脱
脂
蘭
波
及
ピ
依
振
菌
液
ノ
場
合
ヨ

yft
五
日
目
、
十
日
目
－
一
際
シ
ア
A

願
著
－
一
大
ナ
リ
キ
、
而
シ
ア
最
大

敷
A

五
日
日
ナ
リ
ノ
キ
。
只
二
十
日
目
－
a
於
ア
喰
細
胞
敷
ヲ
指
標
ト
ス

Y
時
A

依
振
菌
液
ヲ
以
ア
ノ
所
見
ガ
原
菌
液
ノ
ソ
レ
ヨ

y
モ
大
ナ

P
キ。

脱
脂
繭
波
及
ピ
依
振
菌
液
A

共
ニ
十
日
目
最
大
－
一
ジ
－
ア
略
々
卒
行
ス
レ
ド
毛
依
振
菌
液
f

方
喰
細
胞
数
、
被
喰
菌
数
及
ピ
喰
菌
子
数
ノ
何

レ
モ
多
少
大
ナ
ソ
キ
。
然
シ
ア
五
日
目
ニ
於
－
7

A

雨
々
共
－
一
正
常
時
（
前
）
血
清
ヲ
以
ア
ス
U
Y

ヨ
9
モ
僅
－
一
低
キ
カ
或
A

僅
カ
ニ
大
ナ
Y

時一一過

喰
繭
子
教
ノ
総
和
λ

原
菌
液
ニ
テ
A

正
常
時
、
五
日
目
、
十
日
目
及
ピ
二
十
日
目
ュ
於
ア
五
三
八
・
五

l
一
三
二
九
・
五
｜
一
一
ニ

0
0
・
0
l

八
二
ハ
・

O
ニ
シ
ア
脱
脂
蘭
液
－
一
ア
A

正
常
時
、
五
日
目
、
十
日
目
及
ピ
二
十
日
目
ユ
於
－
ア

五
六
三
・
五
！
六
五
三
・

O
！
九
七
二
・
五
l
六
三
五
・
五
ナ
リ
キ
。
又
封
照
（
依
振
商
）
ニ
ア

A

正
常
時
、
五
日
目
、
十
日
目
、
二
十
日
目
、
ニ
於
－
7
六
三
四
・
五
｜
五
五

0
・
0
l
一一

ギ
ザ
リ
ノ
キ
。

園

廃（ ： ~i液、 l削旨南波及ヒイ衣振前波
(li.llじれ宛）ヲ以テ得~）レ抗血清

ユ依JレJfn.rjJ肉現白血球数増減比
率ノ線利

（第十六表乃手ー第二十七夫参！！官）

面

＋ 第

第
六
倉

F「

原

箸
L」

岡

寓

六
九
・
五
l
七
七
七
・
五
ナ
リ
キ
。

（
一
二
）
血
中
出
現
白
血
球
数
ノ
消
長
－
一
闘
ジ
ア
A

第
十
六
表
乃
宝
第
二
十
七
表
ヨ

y
第

十

三

岡

ヲ

得

タ

リ

。

．

原
南
波
ヲ
以
－
プ
ノ
白
血
球
敷
ノ
動
揺
ヲ
見
Y

－
二
十
日

H
ニ
一
炉
、
－
ア
僅
微
ノ
白
血
球
過
少

二
十
日
日
一
二
女
リ
白
血
球
過
多
ヲ
呈
シ
タ
リ
。
脆
脂
蘭
液
ヲ
以
－
プ
ノ
所
見
λ

ヲ
起
シ
．

五
一
五

（
第
式
競

二
阿
五
）



第二＋八蓑

原保i液、 JI釧旨声i液及ビイ炎拐iぽi液(j.fit＇，（＇.ヲ以テ； rfヲル抗血病ユ依ル日食＇＊i守：
第
六
巻

F「
原

著、4

宮

抗原種飯 原菌液 脱脂菌液 1 依振商法＿I
1F晴雨前t［総哩｜喰葬副総白血｜総喰再rI喰酔｜縛白耐｜線附 lllf¥ 1{.j＇十i
H寺 球数子 凍吸子数 球数子蚊｜

正常時 6川竺土1~~！川町 I ；~1叩…5 ~竺
:n. Fl :l8.'ino rn2:1 5 ::.t5 1G1011 n;;:i.の s ;j n::sno ろろの.0 λ，h 

十日 48500 1川

二十 [I 84000 SIG.0 : DI 40200 1>:J5.5 13.7 11!!101) 717.5 11.8 

t帯、 和！ 22附 I39削 l 17.9 201メ三H 2丙24.5 3.612山 iI ::mi.;; I i 1.9 田

五
一
六

（
第
式
就

二
四
六
）

五
日
目
、
十
日

H
鐙
化
ナ
ク
、
依
振
訪
問
液
ヲ
以
テ
ノ
結
果
A

五
日
目
ニ
稿
々
白
血
球
過
多
ヲ
起
ス

傾
向
ヲ
示
セ
ド
モ
漸
衣
下
降
ジ
、
二
十
日
目
ニ
至
リ
ア
前
者
ト
共
－
一
僅
微
ノ
過
少
ヲ
示
ス
ノ
ミ
ナ

リ
キ
。
要
ス
w
y

－
一
原
商
液
ノ
結
果
ガ
二
十
日
目
ニ
於
－
7
白
血
球
過
多
ヲ
惹
起
ジ
タ

Y
以
外
一
一
A

一一一

者
ト
モ
全
経
過
一
二
日
一
9
－
ア
明
白
ナ

Y
鍾
動
ヲ
認
ム
U
F

事
能
A

ザ
リ
キ
。

所

見

概

括

原
菌
液
ヲ
以
－
ア
産
生
セ
ジ
メ
得
タ
w
y

凝
集
債
A

脱
脂
菌
液
及
ピ
封
昭
一
（
依
振
甫
）
ヲ
以
－
プ
セ
w
y
f
f
v

ノ
ヨ
ソ
モ
運
ニ
大
－
で
て
プ
第
一
位
－
一
ア
リ
ノ
匂
〆
叶
ノ
。
脱
脂
菌
液
及
ピ
依
振
菌
液
相
互
間
ニ
ア
リ
ア
A

五
日
日
血
清
－
一
一
於
ア
脱
脂
蘭
ノ
方
梢
々
優
レ
タ
w
y

ノ
ミ
ニ
ア
全
開
ト
ジ
ア
A

依
振
荷
液
ヲ
以
－
プ
ノ

所
見
ノ
方
ガ
大
ナ
リ
キ
（
第
七
闘
）
ο

喰
菌
作
用
ノ
結
果
ヲ
見
Y

－
一
原
菌
液
ヲ
以
ア
ノ
成
績
A

脱
脂
南
波
及
ピ
依
振
菌
液
ヲ
以
－
ア
ノ
ソ

レ
ヨ

y
モ
蓬
ニ
優
秀
ナ
リ
キ
（
第
十
岡
、
第
二
十
八
表
）
コ
然
シ
ア
脱
脂
菌
液
ヲ
以
ア
セ
w
y

ヨ
リ
モ

却
－
プ
依
振
菌
液
ノ
場
合
ノ
方
ガ
喰
蘭
作
用
ノ
示
標
タ

Y
喰
蘭
子
数
λ

可
ナ
リ
大
ナ
リ
キ
。
血
中
白

血
球
数
A

試
獣
ノ
個
性
ノ
異
ナ

Y

ニ
従
ヒ
ア
正
常
時
ニ
於
ア
決
ジ
テ
一
定
セ
ズ
時
－
一
ハ
頴
著
ノ
差

ヲ
示
ス
モ
ノ
ナ
リ
。
従
－
ア
其
ノ
貫
教
ト
喰
蘭
子
敷
ト
ヲ
比
較
シ
ア
得
タ

Y
喰
商
宰
A

往
々
ニ
シ
ア

正
確
ニ
喰
前
作
用
ヲ
標
示
セ
ザ
Y

コ
ト
モ
ア
リ
符
可
ジ
故
ニ
余
等
A

此
開
係
ヲ
顧
慮
シ
喰
菌
作
用

ノ
優
劣
ヲ
夏
一
一
正
確
－
二
日
瞭
然
々
で
プ
シ
メ
シ
ガ
魚
ニ
第
十
五
表
乃
至
第
二
十
七
表
中
ヨ

y
白
血

球
数
増
減
比
率
ヲ
取

y
出
シ
ア
其
ノ
和
ヲ
求
メ

y
レ
ト
喰
蘭
子
敷
ト
ヲ
封
比
シ
ア
第
二
十
九
表
及

ピ
第
十
三
闘
ヲ
得
タ

y
。



第二＋丸表

血液単位容積内白血球数増加ノ比率ヲ基準ト矯セノレ喰菌室事ノ比絞

喜子fLI 原南波（6.0) ! 脱脂繭液州 依振蘭波川

i血山会 ! l血中山喰 ｜ 血山｜ ｜ 緩血査時期清球比増率加ノ！襲l保i子喰菌率球比増率加ノ陣線 南子喰菌牢球比率増加ノ議喰蕗i子喰菌率

正常時 7.0 51i:Lii 可5.0 5.4 634.5 117.5 

一一
五日目 6.4 1329.5 207.7 6.4 65:1.0 102.0 6.9 550.0 79.7 

十日目 5.8 1300.0 224.1 6.3 972.5 154.4 6.4 1169.5 182.7 

二十日目 5.6 635.5 113.5 l 5.9 777.5 131.8 

機 手官 26.7 I ~J'.I叫01 148 s.3 t 2山｜ 111 I 24.6 t 3131.5 127 

第
六
巻

F、
原

寓

著
L」

第＋三国

血液単位容積内白血球数増加／比率
ヲ基準トナセル喰菌傘ノ比較
（第二十九表参照）

140 

/30 

0

0

9

 

2

I

0

 

1

J

ノ

軸
輔
副
も

4
l
l
l

no 

郎
チ
此
ノ
比
較
方
法
－
一
ヨ
レ
バ
原
南
液
ヲ

以
ア
ノ
喰
菌
峯
－
A

最
大
－
一
シ
ア
一
四
八
、

依
振
菌
液
ヲ
以
ア
ノ
喰
菌
牽
－
A

矢
張
リ
脱

脂
菌
液
ヲ
以
ア
ノ
ツ
レ
ヨ
リ
モ
一
二
七
劃

一
一
一
ノ
比
ι
於
ア
大
ナ
Y

モ
ノ
タ

Y
事

ヲ
認
メ
符
ペ
シ
。
而
シ
ア
此
際
血
中
遊
出

白
血
球
数
増
加
ノ
割
合
A

原
南
液
脱
脂
菌

液
及
ザ
依
振
菌
液
ノ
間
二
於
－
7
A
二
六
・

七
、
二
五
・
三
及
ピ
二
四
・
六
ニ
シ
ア
大
差

無
キ
モ
ノ
タ
グ
コ
ト
ヲ
知
9
得
タ
リ
ノ
。

賓
験
結
果
線
括

悶

第三＋表

原、菌液、 Aft脂菌液及ビ依振菌液ニヨ Pテ生産セラレタノレ特殊凝集素及ビLオ7'y ＝－ ンソ比較

I I I 血中白血球塙
i x 以｜ ｜血町叫！附基副
最大凝集償（平均）｜喰繭子数（11会的制球機和数（卒／和Jiトナシタル露

I I 1ノ喰菌室容

13847.5 

I 2s44.5 

:a:rn.5 

j，，，拡民拍車ik.干l)i.l

l抗原種類l
l原菌液
［脱問
依振保j液

l原菌液l
股！沿岸i液｜

依仮菌液｜

免疫元注射後五日目、十日目、二十日目ユ得タル抗血清中ニ於テノ最大凝集債

同上五日目、十日目、二十日目＝得タノレ抗血清ノ凝集債／平均数

最
（
粍
〉

五
一
七

157 

IOI 

(24.4) 

(27.9) 

220800 

280750 

(17.4) 

(JO. J) 

( 1033) 

(700) 

:OIJIJI) 

1400 

4.0 

4.0 

（
貫
験
第

〈
第
式
競

1
 
1
 
1
 

(24.5) 217250 (12.6) (780) 1400 4.0 

148 (26.7) 222300 (J7.9) ；；υ8』0(913) 1400 6.0 
｛
貫
験
第
一
一

二
四
七
）

1
 
1
 
1
 

(25.3) 207850 (13.6) 2824.5 (566) 800 6.0 

127 (24.6) 261700 (11.9) 3131.5 (500) 800 6.0 

x 
xx 



第
六
品
位

，..、
原

箸....... 

震

閏

五
一
八

（
第
筑
波

ニ
凶
八
〉

賞
駿
第
一
及
ピ
貰
駿
第
一
一
ノ
成
績
ヲ
総
括
シ
其
ノ
主
要
ナ
Y
所
見
ノ
ミ
ヲ
表
示
ジ
ア
第
三
十
表
ア
得
タ
リ
ノ
。
印
チ
究
ノ
事
項
ヲ
認
識
シ
得
ペ

ジ
ο 

黄
色
備
荷
朕
球
菌
ヲ
出
費
材
料
ト
矯
セ
U
Y

原
菌
液
、
脱
脂
簡
液
及
ピ
依
振
菌
液
（
封
照
）
ヲ
以
ア
免
疫
的
ニ
生
産
セ
ジ
メ
タ
Y
営
該
球
菌

－
一
割
ス

Y
平
均
凝
集
債
プ
質
験
第
一
及
ピ
第
二
共
ニ
相
一
致
ぞ
プ
一
ツ
ノ
例
外
モ
無
ク
原
菌
液
動
物
ノ
成
績
A

脱
脂
蘭
液
動
物
及
ピ
依
振
菌

波
動
物
ノ
ソ
レ
ニ
比
U
J

最
大
ナ
リ
キ
。
而
シ
－
プ
注
射
量
増
加
－
一
件
ヒ
ア
下
降
位
相
ヲ
取
リ
タ

9
。

（
二
）
原
菌
液
、
脱
脂
蘭
液
及
ピ
依
振
菌
液
ア
以
－
ア
得
タ
Y
各
免
疫
血
清
ノ
「
オ
プ
ソ
エ
ン
」
作
用
ヲ
指
標
ト
ナ
シ
ア
其
ノ
抗
鰹
生
産
程
度

ヲ
比
較
ス
M
Y

モ
亦
原
菌
液
ア
以
ア
ノ
成
績
ガ
．
撤
著
－
一
最
大
ナ

Y
事
A

凝
集
反
感
－
一
於
ケ

Y
ト
一
致
シ
タ

y
n而
シ
ア
免
疫
元
量
ノ
増
加
－
一
連
行

シ
ア
「
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
作
用
モ
亦
タ
大
ト
ナ

y
t／
y
。
相
シ
脱
脂
菌
液
ノ
場
合
ノ
ミ
A

業
ノ
注
射
量
ヲ
増
加
ス

Y

モ
殆
ン
ド
擾
化
ヲ
認
メ
ズ
シ

ア
反
ッ
ア
僅
微
ノ
下
降
ヲ
一
不
シ
タ
リ
。

（
三
）
原
菌
、
脱
脂
蘭
及
ピ
依
振
蘭
液
ヲ
注
射
セ

Y
場
合
－
一
於
－
プ
喰
菌
作
用
ト
同
時
－
一
検
セ

Y

血
中
輩
位
癖
積
内
白
血
球
総
数
ノ
動
揺
A

質

駿
第
一
－
一
ア
ソ
ア
λ

脱
脂
菌
、
寅
駿
第
二
ユ
於
－
プ
A

依
振
菌
ガ
多
少
ノ
過
多
ヲ
惹
起
シ
タ

v
ド
モ
大
龍
一
一
於
－
プ
三
者
ノ
間
二
著
明
ナ
Y
獲
化
タ

認
メ
ズ
、
免
疫
一
克
増
量
－
一
伶
ヒ
ア
モ
亦
明
白
ナ
Y
差
異
ヲ
認
メ
得
ず
リ
ノ
キ
。
而
U
J

－
プ
「
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
ノ
産
生
A

質
駿
第
一
、
第
二
共
一
二
致
シ

ア
原
菌
液
最
大
、
依
振
菌
液
－
一
－
プ
A

著
明
ニ
戚
弱
セ

Y

宅
一
脱
脂
菌
液
－
一
－
プ
A

更
＝
微
弱
－
一
し
て
プ
最
小
ナ
リ
キ
。

（
四
）
質
験
第

一
ヨ
リ
第
二
ト
注
射
量
増
加
ノ
上
ヨ
リ
通
覧
ス
山
戸
時
ハ
凝
集
素
産
生
A

大
韓
－
一
於
－
ア
下
行
位
相
ヲ
取
リ
「
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
産
生

A

大
韓
ニ
於
品
ノ
上
昇
位
相
ヲ
取
リ
タ
リ
。

〆’司、、

一、ー〆

結

~ 
邑帽

（
二
繭
液
ヲ
一
定
度
マ
デ
脱
脂
ス

Y
時
A

其
レ
ヲ
注
射
セ
ラ
レ
タ

Y
結
果
ト
シ
ア
血
中
へ
白
胤
球
ヲ
遊
出
セ
シ
ム
w
y

ノ
作
用
て
原
蘭
液
ト
大

差
無
キ
モ
凝
集
索
、
「
ォ
プ
ソ
ニ
ン
」
（
「
ト
ロ
ピ
ン
」
）
等
ノ
抗
龍
ヲ
産
生
セ
シ
ム
M
Y

ノ
能
力
A

原
菌
液
ヨ
リ
モ
脆
脂
菌
液
ノ
方
ガ
著
明
ユ
微

弱
ト
ナ
Y

モ
ノ
ナ
リ
。



つ
乙
此
際
原
菌
液
ヨ
リ
取
リ
出
シ
タ
M
F

ダ
ケ
ノ
碕
脂
韓
ア
再
ピ
其
憧
原
菌
液
へ
混
和
ジ
タ
M
F

モ
ノ
郎
チ
依
振
菌
液
ハ
結
局
『
脱
脂
菌
液
加
類
脂

韓
』
ト
見
倣
ス
ぺ
キ
毛
ノ
－
－

u
y
d
ア
物
質
ノ
綿
和
＝
於
ア
A

『
原
菌
液
』
ト
全
ク
同
一
ナ
M
F

毛
ノ
ナ

v
v・
毛
ソ
レ
ユ
ヨ
？
プ
生
産
セ
ラ

ν
タ
M
F

凝

集
素
モ
「
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
（
「
ト
ロ
ピ
ン
」
）
モ
何
レ
モ
原
菌
液
－
一
一
於
ケ
U
Y

ヨ日ノ

A著
明
－
一
小
ナ

y
キ
（
但
シ
脱
脂
菌
ニ
於
ケ
グ
’
ヨ

y
A
大
ナ

y

キ
）
。
此
ノ
事
賓
－
一
ヨ
リ
ア
吾
人
A

兎
疫
一
五
材
料
中
－
一
合
有
セ
ラ
レ
居
Y
類
脂
健
A

自
然
ノ
状
態
－
一
於
－
7
保
有
セ
ラ
山
戸
、
コ
ト
ガ
見
疫
皐
上

必
要
ナ
Y
事
項
－
一
シ
ア
一
日
明
類
脂
鰻
ノ
自
然
包
含
朕
態
ガ
破
壊
セ
ラ
山
川
、
時
A

類
脂
慨
司
ノ
其
億
添
加
シ
物
質
ノ
総
量
ト
シ
ア
A

何
等
原
液

ト
異
Y
所
無
カ
ラ
シ
ム
ト
雄
見
疫
ノ
費
生
A

微
弱
ナ
M
F

毛
ノ
ナ

Y

コ
ト
ヲ
皐
ピ
知
M
F

ペ
シ
。

さ
一
）
然
レ
ド
毛
依
振
菌
液
A

脱
脂
菌
液
ヨ
リ
モ
見
疫
上
好
成
績
ヲ
呈
シ
タ
ソ
、
而
シ
ア
白
血
球
ヲ
遊
出
セ
ジ
ム
M
F

ノ
作
用
－
一
一
於
－
プ
ハ
雨
者
共
大

差
ナ
カ
リ
キ
。
此
ノ
事
貫
プ
即
チ

『
基
液
中
－
一
於
ケ
w
y

類
脂
鰭
ノ
存
在
A

白
血
球
ノ
喰
櫨
作
用
ヲ
一
般
二
社
盛
ト
ナ
－
フ
シ
ム

Y

モ
ノ
ナ
リ
ノ
』

ト
ノ
見
解
ト
一
致
ス
グ
毛
ノ
ナ
ソ
。

（
四
）
以
土
ノ
事
賞
－
一
様
リ
ノ
ア
免
疫
一
花
ト
シ
ア
A

其
ノ
基
液
ノ
中
へ
つ
類
脂
鶴
ノ
浮
静
液
」
ヲ
添
加
ス
U
N

ヨ
リ
ノ
モ
「
類
脂
鱒
ガ
自
然
ノ
包
合
状
態
－
一

於
4

プ
保
存
セ
－
フ

y
、
コ
ト
ガ
」
見
疫
獲
得
上
有
利
ナ
Y

モ
ノ
ナ

Y

コ
ト
ヲ
知

y
。
マ
タ
「
免
疫
元
ヨ
リ
類
脂
鱒
ヲ
取

y
去
Y

コ
ト
」
A
兎
疫
獲

得
上
非
常
一
不
利
ナ

Y

モ
ノ
ナ

Y

コ
ト
ヲ
知

y
u
是
－
一
由
リ
ア
免
疫
皐
上
－
一
一
於
ケ

Y
類
脂
耀
ノ
意
義
ヲ
知
山
戸
可
キ
ナ
リ
。

（
五
）
以
上
ノ
如
ク
免
疫
元
中
－
一
合
有
セ
ラ
M
F

、
類
脂
韓
ガ
免
疫
皐
上
一
ツ
ノ
重
要
ナ
Y
役
目
ヲ
演
ズ

Y

課
A

類
脂
鰹
ヲ
取
リ
ノ
去
レ
バ
見
疫
一
克

材
料
ノ
喰
燐
作
用
阻
害
セ
ラ
レ
、
類
脂
鵠
ガ
存
在
ス
レ
バ
兎
痕
元
材
料
ノ
喰
燈
作
用
ガ
旺
礎
ト
ナ

Y

コ
ト
ノ
事
賞
ニ
立
脚
ス
U
Y

モ
ノ
ナ

y
o

目（
六
）
此
際
免
疫
元
液
中
ニ
類
脂
鰭
ノ
存
在
ス

Y
朕
態
ガ
車
－
一
混
合
ノ
吠
態
－
一
シ
ア
類
脂
韓
グ
ケ
ガ
腹
質
ト
ジ
テ
蛋
白
櫨
以
外
ュ
一
見
ニ
同
一
基

液
中
ニ
共
存
ス

Y
ガ
如
キ
有
様
（
卸
チ
依
振
菌
液
）
ヨ

y
モ
蛋
白
館
ト
類
脂
踏
ト
ガ
密
接
－
一
連
結
シ
ア
相
互
－
一
相
異
リ
タ
U
F

謬
質
浮
瀞
液
ノ

混
和
ヲ
形
成
セ
ザ
M
Y

方
（
郎
チ
原
菌
液
）
ガ
喰
蟻
作
用
ノ
行
A

Y

、
コ
ト
モ
大
一
一
シ
ア
即
チ
見
疫
元
ト
シ
ア

A
優
秀
ナ

Y

毛
ノ
ナ
Y

コ
ト
ア

羽市

V

。

，R可f
，ノ

（
七
）
以
上
ノ
究
第
ナ

Y
ヲ
以
－
プ
草
－
一
同
種
叉
A

異
種
ノ
類
脂
鰭
ヲ
添
加
ジ
タ
U
F

見
疫
元
ヨ
リ
ノ
毛
自
然
ノ
包
合
賊
態
－
一
於
ア
多
量
ノ
同
種
類
脂

第
六
巻

’色、
原

著
w 

冨

回

五
一
九

（
第
球
続

二
内
九
）
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